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文
枕「

國
際
知
的
協
力
委
員
會

」
(

在
巴
里)

Q
.

主
催
す
る「

國
際
硏
究
龠_

X

Q

_
1報
告
と
し
.て
起
萆
さ
れ
た
も

Q

で
あ 

'
' .:

;̂。
..

同
.委
員
:#

並
に
會
議
は
、
政
治
並
に
經
濟
的
諸
問
題
：に
關
す
る
國
際
的
硏
究
團
體

.

で
、
本
铝
度
に
は
日
本
の
協
力
を
求
め
、
 

V.

日
本
經
濟
'
に
關
す
>

數
篇
.
の
雜
吿
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
報
告
起
草
'
に
關
し
て5

 

_ろ
.

い
ろ
の
點
で
お
世
話
に
な
つ
た
^
洋
經
濟
新 

'

報
主
幹
石
橘
湛
山
：氏
並
.に
淸
澤
洌
.
氏
に
厚
く
感
謝Q

意
を
表
し
た
い
。
：、

 

.

.

,

-

''
,
.
1
國
の
對
外
經
濟
政
策
が
如
何
沒
る
耍
因
杧
ょ.つ
：て
決
定
耸
ら
れ
る
が
を
制
定
す
る
こ
；と
は
極
泠
て
闲
難
.の
こ
と
：で
あ
.る
。
そ
れ
を 

わ
.が
國
斜
.外
！
^
政
.策I

の
決
^

お̂
け
各
社
會
的
並
亿
政
治
的
要3
;
. 

1
.

(
：1

四
.七
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.わ
が
.國
對
外
M
濟
政
.策
の
決
定
に
お
け
る
肚
會
的
並
に
政.治
的
要
.因 

2
.
_
八〕 

決
定
す
る
も：

の
は
、
政
治
的
要
因
で
あ
る
か"

t

ひ
は
社
會
的
要
因
で
あ
る
か
、
ま
た
は
經
濟
的
發
展
自
體
で
あ
る
か
を
決
定
す
る 

の
は
決
し
て
蓄
S

な
い
。
日
本Q

事
情
に
つ
い
て
I

ぅ
で
あ
つ
て
*
明
治
初
期
以
來Q

對
外
經
濟
政
策Q

決
定
i

を
駿
別
す 

る
こ
と
は
、
極
めV

羅

寒

情

I

.る
。
I

理
由
は
、
I

的
要
因
な
り
、
f

的

要

が

、
た
や
す
く
對
外
經
濟
政
策
と

の
結
び
つ
I

明
か
に
し
て
：ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
關
係
が
_

存
法
し
な
い
.の
で
'は
な
い
。
そ
れ
ら
の
間

に
は
、‘何
か
の
.關
聯
.が
苻
在
す
る
こ
.と
は
、
社
會
學
的
又
は
經
濟
學
的
洞
察
を
な
し
得
る
頭
腦
の
容
易
に
觀
取
し

得
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
.こ
と
は
理
論
的
把
は
反
つ
て
容
晶
で
あ
る
。
し
か
し
、
露

的

觀

察
.に
お
い
て
、
事
情
の

i

結
が
、
.眞
の
關
係
の
發
見
を
困

斜
な
ら
し
め
る

場
合
が
多
いO

筆
者
は
、
最
近
の
日
本
の
對
外
經
濟
政
策
へ
最
も
軍
；要
な
影
響
を
與
へ
た
と
考

へ
ら
れ
る

政

治

的

並

び

に
刷
食
的
置
美
察
し
て
、
對
外
經
濟
政
策

Q

決
定
に
影
響
を
及
ぽ.し
た
社
富
並
に
政
治
的
蓄
に
關
す
る
一
文
を
草
し
た

C

と 

思
ふ
。

一一

第
一
に
考
察
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
周
知
の
.や
ぅ
に
日
本
が
世
界
經
濟
の
舞
奮
登
場
し
た
の
が
、
明
治
維
新

(

一
 

八
六
八
年)

以
後
Q

I
で
あ
f

い
ふ一

事
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

Q

日
本
は
、
僅
か
に
長
崎
を
通
じ
て
、_

並
に
f

ン
ダ
の
兩 

國
と
の
經
濟
的
交
渉
が
あ
つ
た
の
み
で
、
い
は
ゆ
る
醫
狀
態
に
あ
つ
た
。
明
治

i

Q
直
前
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
•
ロ
シ 

ア
帝
國
•ィ
ギ
リ
ス
«
!
\ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
開
國
を
要
求
せ
ら
れ
、
安
政
年
間
に
下
田
と
橫
濱
を
開
港
し
、次
い
で
、
兵
庫
函
館
を
開
港
し 

-

た
の
で
あ
る
が
と
の
玢
港
の.影
響

は

：
國

內

物

資

(

金
•
產
_
紙
•海
產
物)

の
海
外
流
出
と
な
つ
て
物
債
騰
貴
を
招
来
し
、
激̂な
邊

'夷
運
動
と
な
つ
.た
こ
と
•は
、
こ
、
に
記
す
る
ま
で
も
な
い
。
德
川
幕
府
は
.、
對
內
關
係
か
ら
、
そ
.の
開
國
の
政
策
を
明
確
に
ず
る
と
と 

が
出
来
な
い
で
ゐ
る
間
に
、.こ
の
對
外
問
題
•は
政
治
問
題
と
化
し
、
幕
府
は
こ
の
た
め
に
崩
壞
し
た
。

•
.

始
め
攘
夷
運
動
に
同
情
を
寄
せ
て
ゐ
た
京
都
側

Q

幕
府
反
對
者
は
、
實
權
を
握
つ
て
、.明
治
政
府
を
組
織
す
る
や
.、
直
ち
に
世
界
の 

大
勢
を
察
し
て
、.開
國
和
親
の
.方
針
を
明
か
に
し
た
。
即
ち
歐
米
諸
國
と
の
和
親
的
關
係
に
.ょ
り
て
：、
歐
米
文
明
を
學
び
取
り
、
.わ
が 

政
治
經
濟
の
機
褙
を
世.界
の
水
■準
に
ま
で
高
め
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
あ
る
。
かi
る
意
圖
に
お
い
て
問
題
と
な
る.こ
と
は
、
德
川
縣
府
の 

治
下
に
於
け
る
封
建
的
機
構
を
近
代
的
民
族
的
機
構
に
編
成
替
す
る
‘こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
實
行
す
る
と
と
は
、
西
洋
文
明
の
機
鞲
を 

.

學
習
攝
取
す
.る
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
わ
が
國

Q

•先
驅
的
政
治
家
や
思
想
家
が
一
方
な
ら
ぬ
苦
心
を
經
驗
し
た
こ
と
は 

明
か
で
あ
り
、
こ
の
機
構
編
成
替
の
た
め.に
は
、
政
治
的
•社
會
的
磨
.擦
が
行
は
れ
、
明
治
初
期
十
年
間
は
、
社
會
的
不
安
の
狀
態
に
置 

■か
れ
て
ゐ
た
。.
1
か
し
、
こ
れ
らQ

進
步
的
分
子
の
努
力
は
鉛
實
し
て
、
こX
に
明
治
文
明
と
.稱
せ
ら
れ
る
；—
-
.つ
の
新
::
ft
會
體
制
を
坐 

み
得
た
こ
と
は
、
わ.が
國
の
.た
め
.に
も
、
世
界
文
明
の
た
め
に
も
幸
な
こ
士
で
あ
つ
た
。
明
治
政
府
の
經
濟
政
策
は
ノ
す
べ
'て
こ
の
基 

-

礎
か
ら
出
發
：し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、.封
建
的
社
會
體
制
を
近
代
的
民
族
國
家.に
編
成
替
す
.る
.衣
め
.の
經
濟
政
策
で
あ
つ
た
。こ

の

民
族 

，國
家
的
編
成
を
實
行
す
る
上
に
お
い
て
心
理
的
遙
避
と
な
つ
た
の
.は
、
歐
米
先
進
諸
國
の
當
時
，に
お
け
る
動
き
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
東 

洋
に
對
ず
る
動
き
で
.ある
。

こ

の

こ

と
は
、
爾
後
數
十
年
のわ

が
國
の
*
外
外
交
政
策
及
び
對
外
經
搞
政
策
を
理
解
す
る
上
に
為
い
て
、 

極
め
て
重
要
な
.要
素
と
い
；̂

る

を

得

な

い
.0
.
へ

わ

.が
日
本
が
開
國
を
要
求
さ
れ
る
以
前
に
、
東
洋
に
お
い
て
は
、
印
度
亦
ィ
ギ

.リ
ス
の
た
め
に
征
服
せ
ら
れ
、
亥
那
が
武
*
的
に
.開 

わ
が
'國
釾
外
經
濟
政
策
め
，
..
決
定
に
>
け
る
.瓧
會
的
並
に
政
治
的
要
因

 

三

a

四
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わ
が
國
對
外
經
濟
政
策
の
：'決
定
に
お
け
る
社
會
的
澉
に
政
治
的
要
，因 

月

へ

一
 

國
を
强
耍
せ
ら4

た
。
そ
：0
.先
頭
に
立
.0 *
た
も
の
は
* 
.
 V

キ
リK

で
ぁ
る
。
_イ
ギ
リ
ス
は
、
イ
ン
ド
洋
諸
領
域
並
に
施
海
諸
領
域
.に 

¥

て
、.
ォ
ラ
ン
：ダ
、

フ
ラ
V

ス
と
闘

つ

て

、

勝
利
を
獲
、
イ

ン

ド

を

產

し

た

。
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
か
ら
史
那
に
來

つ
た
の
は
、 

笫
十
.八
，'1
1
1紀
.に
お

い
て
で
ぁ
る
が
、.廣

衆

に

根

據

を

置

い

て

、
m
印
度

#
社
が
對
支
貿
易
を
獨
古
し
た
。
そ
の
始

6
は
、
イ
ギ
リ
ス商 

船
は
多
額
の
齒
を
支
莉
に
吏
狒
つ
て
、
吏
1
.の

物

產

.'
殊
に
絹
と
茶
と
を
獲
得
し
た
？

.こ
の
«

の
支
拂
超
過
が
問
題
と
な
つ
'て
、
贫
等 

■

易
の
序
段
に
選
ん
.だ
の
が
、
阿

片

で

意

？
阿
片
は
、
支
那
に
お
.い
て
.、
そ
の
吸
飲
が
禁
止
さ
れ
て
.ゐ
た
.に
も
拘
ら
ず
、

一
般
に 

的
は
れ
て
ゐ
た
o
始
め
阿
片
は
：、

ぺ
ル
シ
ャ
地
方
に
產
す
る
も
の
が
供
給
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
後
イ
V
:ド
の
_

に
栽
卷
し
、

イ
ン
ド
疗 

の
消
費
を
靜
北
レ
て
.
對
支
ir
出
I

主
と
し
て
密
輸
|

0
商
品
た
ら
し
め
た
0
で
.ぁ
る
ー
0
こ

の

窖

毒

を

知

っ

て

ゐ

た

林

則

除

，
^

、

1
A三
九
年
に
廣
東
に
お
け
る
阿
片
密
輸
の
弾
避
を
敢
行

•し
た
。
猛
烈
な
彈
腿
に
反
撥
し
；た
.イ
ギ
リ
ス
商
人
は
、
，
そ0官
憲
に
訴へ
る 

こ
と
に
ょ
つ
て.
イ
ギ
リ
ス
官
憲
の
强
硬
態
度
と
な
り
、
ハ
阿
片
戰
爭
に
ま
で

.發
展
し
、
ま
た>く
ま
に
廣
東
は
、

1£ 領

さ
^
たO

吏
取 

が
列
叙
か
.ら
：い.ろ
い
.ろ
の

不

利

益

，
を

蒙

つ

た

Q

は
、
こ
の
何
片
戰
、争
に
始
ま
つ
て
ゐ
る
。
領
土
•の

讀

•
不

平

等

篇

の

.締
’
租
界
•
租 

借
地
の
設
龙
な
ど
は
、
..
：
み
な
こ
、
に
そ
の.淵
源
を
持
つ'
.
て
ゐ
る
。
，

\ 

;

ノ

か
く 

Q

fき
支
那
：の
經
驗.は
i

l i

や

オ

ラ

ン

.
ダ

の

報

告

一

に

ょ

つ
て
、
'わ
が
國
に
傳
へ
'ら
れ

、

.西
歐
諸
國
裳
器
の
S

.
べ
き
と 

倉

、
.そ

交

的

行

，動

Q

辛
竦
|

と
_を
、
わ

が

麗

に

敎
§

で
t

o
 
f

篇

識

は
、
.■

の
對
外
獲
を
溫
和
な
ら
し 

め
る
；-

u
^

把
に
わ
が
國
が
こ
れ
に
對
し
て
充
分P
準
備
を
必
要
と
す
る
と
と
を
敎
へ
た
。
，
明
治
政
府
が
、
そ
の
成
立
以
來
、
i
yf
諸 

國
の
I

に
I

し
、
軍
備Q

充
實
に
專
念
し
て
ゐt

l

、
i
リ
ス
の
對
產
度
.I
す

る

經
驗
f
起

^
^

明
治
政
府
が
、
そ
の
外
交
政
策
と
對
外
經
濟
と
を
決
定
す
る
に
寄
與
し
た
重
要
な
要
因
は
、
當
時
の
海
外
狀
勢
で
あ
る
0
明
治
政
府 

•が
成
立
し
て
’か
ら
、
十
數
年
間
の
ョ
ーa

ッ
パ
諸
國
の
對
外
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
度
一
八
七
〇
苹
代
か
ら
一
八
八
〇
平
代
を
含
む 

.ど
'匕
ろ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
.の
時
^
に
ョ
ー
ロ
，ッ
パ
列
强
の
思
想
及
び
政
策
に
は
重
大
な
轉
換
が
あ
る
。

一
八
.穴
〇
年
代
ま
で
の
'3-
1

 

.ロ
ッ
バ
は
"
自
_
虫
_
の
時
代
で
あ
る
と
い
へ
る
。
明
治
政
府
が
、
そ
.
.の
文
明
化
政
策
に
，.お
い
て
、
_影
響
を
受
け
た
思
想
的
稂
據
は
、 

こ
6
時
代
の
.
_山
主
'
_で
.，あ
つ
_た
0
わ
'が
國
に
於
け
る
外
國
文
化
の
搦
取
が
、
英
語
を
通
じK

行
は
れ
た
事
實
は
、
こ
の
こ
と
を
現
は 

.し

.

V
'

ゐ
る
o
こ
の
英
語
國
段
を
支
配
し
て
ゐ
た
自
_
、壬
義
は
、
わ
が
國
に
お
い
.て
は
封
建
的
體
制
に
對
す
る
批
利
と
し
て
、
ま
づ
受
け 

容
れ
ら
れ
、
新
文
明
の
建
設
に
銮
礎
的
な
も
の
を
置
;̂

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
八
八
〇
苹
代
に
か
け
て
の
西 

涕
列
强
の
動
向
を
•
..
わ
が
，政
治
家
は
見
逃
さ
な
か
つ
'た
。
そ
れ
は
、
阿
片
戰&

な
ど
の一

つ
の
■繼
續
.七
考
へ
ら
れ
る
西
國
の
帝
國 

主
義
的
傾
向
で
あ
る
。
殊
に
ぞ
の
時
代
に
お
け
る
列
强
の
植
拔
的
活
動
を
見
逃
さ
な
か
つ
た
。
わ
.が
國
は
、
.當
時
甜
建
的
社
會
體
制
の 

改
編
に
忙
し
\>
>':と
ぎ
で
あ
つ
■た
に
も
拘
ら
ず
、

'一
部
の
政
治
家
の
中
に
海
外
發
展
論
が
唱
導
さ
れ
た
の
は
、
國
內
問
題
の
對
外
活
動
に 

お
け
.る
.
»決
と
.解
釋
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
海
外
發
展
論
の
中
に
は
•
西
歐
諸
國
の
海
外
發
展
政
策
に
ょ
る
刺
戟
が
な
い
と
は
い 

ベ
な
い
。
當
時
の
思
想
家
政
治
家
の
中
に
は
、
西
歐
諸
國
の
文
明
的
施
設
の
内
容
を
賛
美
す
る
も
の
と
• 
■そ
の
海
外
發
展
を
稱
贊
す
る 

i(

.の

.，が
あ
り
、
.雨
者
ば
と
■も
に
、
.あ
る
ひ
は
、
的
政
の
完
備
を
主
張
し
、
.あ
る
ひ
ぼ
國
外
發
展
の
雄
圖
を
主
張
し
た
。
し
か
し
"
國
內 

.賴
亂
0.
:
,充
實
を
主
張
す
る
者
も
、
そ
.の
充
實
後
に
お
け
る
國
外
發
展
を
否
.定
し
た
の
で
は
な
い
。

.

.

: -

明
治+

五
年
に
お
け
る
朝
鮮
事
變
は
、
.明
治
初
年
か
ら
度
戴
な
る
朝
鮮
の
外
交
的
無
禮
と
、
京
城
の
壬
室
を
中
心
と
す
•る
淸
國
と
わ 

わ
.が
.國
對
外
經
濟
政
箄
の
決
定
に
お
け
る
社
會
的
鉈
に
政
治
的
要
因

 

五 

'(

一
波
一)



わ
か
國
對
外
經
濟
政
锻
§
決
泡
に
ぉ
け
る
社
會
的
.並
に
政
治
的
歌
；^ 1
，マ

' 

' 

, 

が

國

と

の

闘

等

あ

る

が

I

.
の
事
變
に
よ
？

、
：
わ
が
國
は
、
馨

に

對

し

平

等

條

管

締

結

し

た

。
朝
鮮
ば
舊
か
ら
わ
が
國
と
は
特
殊
の
關
？

有
し
て
ゐ
た
の
で
I

が
、
歐

來

證

の
海

外

政
策
に
よ
つ
て 

刺

戟

臭

け

る

I

が
大
で
あ
.つ
た
'

i
へ
ら
れ
る
。
ま
I

治
.蓮

じ

て

、
現
f

い
た
る
ま
で
、
.

わ
が
_

£

け 

る
最
も
ポ
フ
ラ
ァ
な
思
想
で
が
る
力
こ
の
點
に
お
い
て
，わが國は

•

そ

の

產

的

思

想

と

繁

霞

か

ら

の

刺

彼

に

負』

と
こ
. 

ろ
f

大
I

I

は
ね
I

ぬ
。
わ
れ
I

:

か
く
の
ご
と
き
歐
|

國

の

對

外

行
動
の
わ
が
爵
に
對

す

る

影

響

|

 

へ
.ず
.に
、
.，わ
が
國
に
お
け
る
對
外
政
策
を
理
解
し
得
な
い
と
思
ふ

。

，
.

;:
•

‘

:
.
. 

一
二
’ 

V
 

• 

•

.
わ
ヵ
國
は
明
治
紙
新
以
後
に
お
い
.セ
、
歐
米
の
經
濟
機

f

擧
ん
だ

Q

f
る
。
し
か
し
、そQ

輸
入

攝
取
し
た
制
度
や
安術
が

，

 

成
育
發
展

す
る
ま
.で
_

1.1

十
年
以
上

S

月

I

要
と

し
て
ゐ

る
。
資

本

塵

的

諸

制
度
：の
內
、最
も
苹

く
學
ん
だ
の
が
、
金
融•

 

交
|

方
面
で
t

c
差

ら

S

制
度
は
明
治
：本
代
に
大
體
の
輪
廓
が
出
來
上
つ

S

た
。
し
か
し
、.

霉
諸
國
か
ら
學

び

と

つ

. 

た
エ
.業
ヵ
面
の
技
術
が
麗
し
始
め
た
.の
が
、
明
治
十
部
代
の
終
り
.I

る
。
.工
場
-
勞
働
統
許
な

ど
が
明
治
十
七八
年
か
ら
發

f
 

4
て
ゐ
る
こ
と
は
そ

の

一

つ

の

議

で
あ
る
。
ま
た
當
時
の
統
計
に
よ
つ

て
、
明
治
.二
十
年
か
ら
數
年
間
に
わ
が
國
の
工

業

が

飛
躍

^

發
跫
な
し
て
ゐ
る
こ
と
が
明
か
でI

。

い
ま
全H

場
數
と
職H

數
と
蒸
汽
ヵ
に
よ
るH

場
著
擧
げ
て
見
れ
ば
次Q

ご
.
^
、
で

あ
る
。
.一- .明

治
一
八
年 

同
.I

九
， 

同

.Il
l

年 

同

ニ

ニ

年
 

同 

ニ 

r
l
$. 

同

•—
'
一
 
四
哔 

1
:

一
ニ
班
年“
 

■同

S
ハ
年 

同

u

七
年

.工
場
金
數

一'
d
九

七

， 

ゝ
1
,
'
、
六
九
四
， 

ニ
、
ニ
五
九 

ニ
'
一
八
四 

ニ
、四
八
〇
. 

VI 、

七
六
七 

三
、
〇
一
九 

.
K、
九
八
五

.
職H

金

數

，
一
一
二
、
七
七
九
； 

I
U

三
、
三
ニ
：七
. 

.ニ
ニ
〇
二

三

八 

三
四
六
、
九
七
九 

i
.
r、
六
ニ
四」

三
九
’四
、
四
ニ
宄 

三

八r

三
九
〇 

.四

.

1

八
、.

1

四
〇

蒸
汽
力
を
坩
ふ
名
工
場 

五

ヨ

.

m
u

' 

J

S四
； 

三
三
九 

H
七
九 

四
九
五. 

四
九
11-1 

六
七
五 

.
一
、
〇
九
八

.こ
れ
に
よ
つ
て
見
る
と、
.明
治
-:
十
年
代
'に
.は
徐
.々
と
し
て
、
工
業
.の
發
展
の
あ
つ
た
こ
とV
殊
に
機
械
工
場
が
成
立
し
た
こ
と
を 

示
じ
て
ゐ
る
:0
日
淸
戰
爭
に
お
い
て
は
、
：こ
の
傾
向.は
著
し
い
。
戰
費
の
放
出
と
亥.那
か
ら
の
償
金
三
億
六
千
萬_
が
、
そ
の
主
要 

な
財
源
で
あ
，
っ
た

0
こ
の
’場
合
發
M
し
た
工
業
は
主
と
し
て
緋
織X
業
及
び
雜
品
工
業
で
あ
り
、
重
工
業
は
問
題
と
な
ら
な
い
ほ
ど
の 

も
の
で
あ
る
。.跳
に
の
內
訪
續
業
は
、

.そ

.の
發
展
著
し
く
明
治
一
ー
十
四
五
年
に
お
い
て
す
ら
、
旣
に
對
外
的
意
義
を
有
す
る
ほ
ど
に 

進
ん
’で
ゐ
.た
。

.こ

の

紛

績

業

に

.お
，
い
て
は
、
.そ

の

勞

働

奪

構

成

'に

.一：
つ
.の
社
會
的
特
笆
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
る

o

そ
れ
は
婦
人
勞
働 

者
の
饱
對
的
多
盤
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
嚴
近
に
お
い
て
^,
さ
.ぅ
で
あ
る
O
Xい
ま
昭
和
十
年
以
來
の
統It
*
を
擧
げ
て
見
る
と' 
紡
績
工 

わ
が
國
對
外)

經
濟
政
策
の
极
定
に
お
け
，る
社
脅
的
並
は
政
治
的
^
因
‘
.

• 

七
’ 

C 
一
 

•五三
.

)



わ
が
國
對
外
經
齋
政
策s

決
定
に
把
け
.る
社
會
收
並
に
政
治
的
'这
d

A

べ
1
1£
??
ソ

場
數
|

焉

ニ

、
.職

H

l

、
〇
〇
七
、
0

0
§

內
、
攀

一

九

四

、
0
〇
〇
、

I

 
ニ
ー
.

3

0

0

1。

i

場
こ 

お

け

る

享

I

I

黯

的

多

I

f

奮

の

|

 

|

證

|

盖

讓

I

展

I

s

可

能

性

踅

出

さ

I

そ 

れ
.は

唐

費

に

お

け

蕩

働

賃

銀

の

割

安

で

あ

る

。
こ
の
こ
と
は
、
わ
，が
社
會
生
活
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
と
い
へ
る
。

.

そ
れ
は
わ
S

S

け
る
家
族
制
度Q

中
に
見
出
さ
れ
る
一
つ
s

l

l

g

職
S

李

の

八

十

十

七

g

 

十
六
歲
未
滿
の
女
子
.

I
る
が
*
わ
が
國
に
お
け
る
現
在
の
婚
姻
平
均
年
齡
李
の
一1十

1
1

|

る
點
か
ら
見
て
，
十
六
歲
以
上
の
女

子

も
、1

不

皇

I

f

 |

數

|

|

|

。
若
5

1

1

、
わ
.菌

養

I

達

f

る

。 

こ
の
事
.實

は

一

つ
は
李

馨

養

.

が̂
,

の
中
5

_

に
あ
鱗

と

で

あ

り

、

第
二
に
は
、
李

の

經

濟

の
 

觀
I

I

衣

g

お
い
I

I

ず
、

.一

般

も

震

制

度

g

 

I

し
て
の
み
考
へ
、h

場

露

へ
Q

S

は
、
馨

が

適
 

當
な
時
期
に

I

る
婚

f

で
の
結
婚

費
ま
た
は
家
庭
に

對
す
る

補
助
費
稼
ぎ
の
た
め
に
行
は
れ
る
こ
と
で
I

。

わ
S

I

て
は
、
李

S

身
i

f

 

f

圭

f

 

f

な
い
。

1

、

常
l

i

?

し

て

の

み
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
未
婚
の
女
子
は
、
そ
の
父
母
の
家
族
の
i

で
あ
り
、
震
の
女
子
は
そ
の
夫
の
家
族
のS

で
あ
る
。
從
つ

て
、
彼
f

、
i

i

漏

す

■言

は

I

、
自

屋

I

め
l

i

倉

れ

で

t

。
李

の

i

銀
は
、.：か
I

か
ら
決
定
1

。
即
ち
一
家
族
の
生
活
を
 
一
f

し
て
見
て
、I

對
し
て
、
多
少
の
補
助I

興
し
5

 

ょ
い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
き
と
で
あ
る
。
生K

全
家
f

一
 
體
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら.
そq

I

f
し
5

女
子
の
費
用

は
極
め
て
少
額
i

。
I

I

生

馨

f

し

產

i

ら
れ
、
こ
I

取
I

，
昏

i

立

を

考

へ

「

ず
、
家
族
へ
の
多
.少
.
.(D
仕
送
り
を
得
れ
’ば
足
り
る
と
考
，.ベ
て
ゐ
る
。

こ
、
に
女
子
賛
銀
の
.低
廉
の
理
由
が
あ
る
。
多
少
餘
裕
を
有
す
る 

家
族
に
お
い
て
は
.
女
子
勞
働
者
の
貧
銀
は
、
彼
女
の
小
遺
ま
た
は
結
婚
費
、
被

服
費
の
一

部
と
考
.へ
て
ゐ
る
か
ら
、そ
れ
は
多
く
支 

拂
は
れ
.る
氣
遺
ば
^
.
s
o

M

.O
Z

に
如
何
に
熟
練
な
女
子
银
働
者
も•

1

坐
を
女
f

勞
働
容
と
し
て
終
る
こ
と
を
者
へ
な
い
。
こ
の
點
は
一
般
社
會
も
さ
ぅ
い
ふ 

こ
と
を
許
し
て
置
が
な
v >

。
彼
女
達
の
前
途
に
は
結
婚
が
按
べ
て
ゐ
る
。
す
べ
て
の
女
子
が
こ
の
門
を
入
ら
ね
ば
な
ち
ぬ
。
そ
の
門
に
. 

到
達
し
た
と
き
、
彼
女
達
は
'エ
場
か
ら
去
つ
て
家
庭
の
人
と
な
ら
.ね
ば
な
ら
ぬ
。
：
こ
の
女
子
勞
働
者
の
勤
勞
部
啦
の
限
定
が
、
-彼
女
達 

の
賃
銀
を 

一̂

の
程
度
に
止
め
て
置
く
理
出
で
も
あ
り
、
勞
働
者
の
交
代
に
ょ
つ
て
、
低
廉
な
賃
銀
を
も
つ
て
、
代
り
の
勞
働
苕
を
雇 

傭
し
得
て
、
坐
產
费
の
日
5

騰

を

防
.|
1
-
.
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
婦
人
の
社
會
に
お
け
る
地
位
と
家
族
制
度
の
產
業
に
及 

ぼ
す
影
響
と
が
あ
る
。

.

.

.

.

. 

.. 

*

.

女
子
勞
働
者
の
.供
給
源
泉
が
農
村
に
あ
る
こ
と
は
旣
に
記
し
た
が
、
こ
の
事
實
は
、.
わ
が
國
の
經
濟
を
理
解
ず
る
上
に
お
い
て
、
必

要
で
あ
る
.と
同
時
に
、
わ
.が
國
に
何
故
に
輕
：エ
業
が
發
腺
し
て
、
*重
.エ
業
の
發
展
し
な
.い
か
の
重
嬰
な
理
由
の
一

つ

を

理
解
す
る

こ

と
 

が
出
來
る
と
思
ふ。

.:
■.
*
 

ノ' 

. 

S 

.農
村
.は
、
.女
子
勞
働
者
の
供
給
源
泉
で
あ
る
許
り
で
な
く*男
子
勞
働
者
も
ま
た
農
村
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
わ
が
國
の
農
村
人
口
は
. 

現
往
に
お

いV

は
、，‘荃

人
ロ
の
約
艽
劊
を
占
め
て.ゐ
る
が
、
.こ
れ
は
商
.エ
業
の
發
展
の
結
艰.で
あ
り
、
nj
!

m双
期
に
お

い
て
は
、
葯
八 

パ
わ
，が
國
對
外
經
濟
政
策
の
敗
记
に
お
げ
る
社
#
的
並
に
政
治
的
要
因
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滿

わ
が
賴
對
外
馨
政
策
の
決
足
に
お
け
る
社
會
的
並
に
政
治
的
要
因
. 

マ

• 

削
の
人
口
を
I

て
ゐ
た
o
こ
の
農
村
の
_

は
極
め
て
小
農
的
でI

 

'
い
ま
耕
作
面
爵
農
家
戶
螯

•
.
.
. 

.

^
1 ーーーー
 

*
£
1 

«
B
J 

>
v
i 

k 

.
,

:

T

 
九
！c
s

:

.1

八
四
四 

1
1

五
三
'

三
三
六

■1 

S
 一

八

九

.

2£
五
三
九
ノ

五

^

以

i

1

町
.
同

.

一
.
町

同

彐

町

同

五

町

.
同
.
ン 

f-«
l

*

rc
rl

大
JH
元
年 

.ニ
0
1九 

.1

八
〇
八 

1

〇
六
六 

三
ニ
四 

1
五
四 

六
六
• 

..五
五
ニ
.一

昭
和
冗
年
. 

1

九
S
!

1

八
八
六 

i
1

九
〇

弓
三

一
三
四 

:
七
四 

五
五
.五
：五
.

昭
和
十
年 

.
1九
0
九 

一
九1

九 

一
 
二 

i
 

三II

三 

1

二
八 

■

:
七
八 

五
六
一一

こ
の
表
に
ょ
？

も
明
か
な
や
ぅ
に
、
わ
が
S

I

Q

I

的
多
I

一
町
未
滿
の
耕
管
耕
作
し
て
ゐI

I

る
。
而
し 

て
I

の
耕

地

響

、
昭
I

I

て
-
’：田

三
、
三

九
、
〇
〇
〇
町
步
、
畑
ニ
、
八
三
九

、

〇
〇
〇
町
歩
、
合
ft
塵

 

眾

S

し
て
ゐ
I

、
こ

れ

を

含

疆
g

m

に 

一S

ハ
步
に
しI

つ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
を諸
外
國
の 

i

l

l

Q

耕

地

醫
i

f

、
ド
イ
ツ
の
I

 
一、

E

 

K

I

の
一
、

.
ア
メ 

I

衆昼
,
.

分
の
一 

に
し
I

つ
て
ゐ
な
.い
I

れ
は
わ
が
國
の
地
形
が
山
嶽
量
耕
地
適
载
のI

f

に
ょ
I

I

線
I

て
見
I

に
、i

Q

£

l
ま
で
鉼
さ
れ
て
ゐ
る

c

か

く

の

如

き

狀

態

が

わ

が

.農

村

の

實

狀

で

：あ

り

、
通

し

て

山

頂
に
至
る
、.
.以
て
そ
の
貧
を
知
る.べ
し」

と
い
ふ
の
が
、
わ
が
農
村
の
狀
態
で
あ
る
。

.

.耕
地
.面
積
の
狭
’小
な
と
と
は
.
集
約
的
農
業
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
'多
數
の
農
業
者
が
狹
い
耕
地
に
働
い
て
■ゐ
る 

こ
と
を
物
語
る
も.の
で
あ
るC,'

農
業
入
ロ
の
.多
數
で
あ
る
に
拘
ふ
へ
ず
、
農

積

Q

狹
小
な
こ
と
は
、'地
代
及
び
地
債
の
高
い
こと
を 

餘
_
な
か
‘ら
.し
め
る
0'
:と
：\
:に
農
村
の
窮
，泛
化
が
あ.る
0
農
村
窮
乏
化
ば
‘
今
日
に
始
ま
.つ
、
た
こ
と

 

昭
和
四
年
の
農
林 

脊
の
農
村
負
僂
額
推
定.で
は
、--
'
:四
卡
五
億
八
，千
五
百
寓
圆_と
な
つ
て
を
り
、
昭
和
セ
年^:
月
宋
現
在
で
は
四
十
七
億
ニ
千
七
百
萬
圆
と

( 

發
表
さ
れ
て
ゐ
.る
'。
こ
(0
:
,.外
：に
林
業
家
の»
債
は
七
.年
七
月
末
に
八
億
三
千1
百
萬
圓
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
農
山
村
を
合
せ
て、
‘7T
.'十
四 

^

^
の
負
債
钇
負
.つ
.て
ゐ
石
勘
定
で
あ.る
0
'
:
_ 

- 

:

從
o:
て
、
；
わ
が
農
村
に■は
、
：な
ほ
多
く
の
餘
剩
人
口
が
苻
在
ず
る
。
農
耕
の
方
法
は
集
約
で
あ
る
が
、
耕
作
に
際
し
て
の
畜
類

(

牛 

竭
>の
利
甩
、
機
梂
の
利
用
は'極
め
て
少
な
.い
。
內
地
牛
馬
歡
は
農
家.一
家
に
.對
し
て
四
頭
位
で
、.諸
外
國
に
■
し
て
極
めV

低
い
狀
態 

で
耖
り
、：
機
械
^
こ
と
き
.ぬ
.、
原
動
機
.一
裏
當
り
の
田
面
積
ぱ
岡!|
!
縣
で
.は
六
.町
ニ
反
で
あ
る
が
、
靑
森
縣
で
は
百
六
十
八
町
四
反
の 

割
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
‘
農
家
の
耕
地
は
分
散
交
錯
し
て
ゐ

て
.、
耕

作
上

の
不
便
は
茜
だ
多
い
と
い
はね
ば
な
ら
ぬ
。

か
X
る
狀
態
に 

お
.い
て
、
.
農

村

は

多

量

の

勞

働

を

必
要
と

す

る
が
、
農
村
の
..全

勞

働

が

適

當

に

科

用

，さ

れ

P
.

ゐ
る
と
は
い

へ
..ない
。
過
剩
人
口
の

#
在 

す

る

，こ
と
は
明
か
で
.取
る
。
.日
露
戰
^
の
と
き
の
動
貫
數
は
約
百
十
萬̂
及
ん
で
ゐ
を
の
で
れ
る
-が
、

そ
の
大
部
分
が
農
村
か
ら
出
た- 

も
の
と
見
ょ
い
の
で.あ
る
が
"
農
村
に
對
し
て
顯
著
な
影
響
を
與
へ
で
ゐ
な
いo
今
次
6
事
變
の
動
員
は
日
露
戰
带
ょ
ゎ
も
大
き
い 

の
で
あ
る
が
、

農
村
に
與
へ
.が
影
響
は
事
變
動
員
だ
け
に
つ
い
て
い
へ
ば4
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

わ
が
.國
對
外
經
濟
政
策
の
袂
定
に
お
け
る
•社
會
的
並
に
政
治
的
要
因
一
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て

、

共
化
し

f

ば

、

明

I

f

け
l

i

f

 

I

f
、
I

I

有

地

、

つ

f

ef
h

」

し
た
こ
と
力
.多
數Q

小
f

を
作
り
、
そ

章
f

、
_

奚
働
者
と
な
るょ
り

外
i

が
な
か

ら
れ
V

I

I

I
け

る

着

墨

は

か

、I

村
の
狀
態
に
依
存
し
て
ゐ
る
の
でt

、
_

の
工
業〗

こ
2
.

1 1
:

9

^

^

^

l l
f

 

I

 

.靈

場

I

代
：的
I

f

 

I

が
、I

f

置

I

肇

，
ょ
つ
て
？

f
I

I

丨

.
農
村
か
ら
の
勞
働
の
供
給
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
勞
働
は
、
い
ま
だ
充
分
な
勞
働
の

.訓
練
を
受
け
て
ゐ
な
い
、
ま
た
技
術
の
傅
統
を
持
つ 

て
ゐ
な
い
。
わ.が
國
o
ff
H
業
が
最
：近
に
い
た
る
ま.で
發
展
し
セ
ゐ
な
い
の
は
、
素
ょ
り
資
本
の
蓄
積
の
不
足
が
最
大
の
原
因
セ
あ
り
、 

次
に
資
源
の
不
足
を
擧
ぐ
べ
き
で
あ
る
が
、
重
工
業
に
必
要
と
す
る
技
術
.の
傅
統
が
勞
働
者
に
な
い
こ
と
も
ま
た
大
き
な
原
因
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
、
わ
が
國
に
お
け
る
エ
業
の
朱
熟
性
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
は
多
分
に
改
證 

せ
ら
れ〔

重
エ
業
や
»
あ
'エ
業
に
必
要
な
技
術
が
勞
働
者
の
中

広
涵
養
せ
ら

る

X

に
至
つ
て
ゐる
。

五 

V 

n
本
の
對
外
政
.策
並
に
對
外
經
濟
政
策
の
方
向
決
定
に
對
す
る
社
會
的
要
因
と
し
て
重
要
視
す
べ
き
も
の
は
、
そ
の
人
口
增
加
の
傾 

向
で
あ
る
。
ま
た
明
治
初
ハ
ヰ
以
来
の
日
本
內
地
現
住
人
ロ
數
を
擧
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
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ぐ
、
.殊
に
明
治
末
期
か
ら
今
日
に
い
た
る
あ
で
、
著
し
い
增
加
の
使
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
明
敗
砂
期
か
ら
好
七
十
年

pa
l
に
れ
が
亂
の
人 

ロ
は
倍
加
し
た
。
い
ま
わ
が
國Q
m生
死
亡
及
び
差
增
を
尕
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
な
つ
て
ゐ
る
。
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社
#
的
並
に
政
治
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要
因
 

ー
>>(

一.

六
ニ〕 

\
ロ
^
=川
の
卷
勢
は
、
以
上
の
ご
と
き
數
字
に
ょ
つ
て
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
死
亡
率
の
高
舉
で
あ
る
こ
と
は
、
出
虫
率
の 

高
率
で
あ
る
こ
•と
に
.
ょ

つ

て
”
堦
加
率
の
減
少
を
打
消
し
て
ゐ
る
。
自
然
增
加
の
傾
间
は
明
治
初
期
以
來
漸
增
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る 

が
、
そ
0
.高
潮
に
達
し
た
の
は
、
大
犯
末
年
か
ら
昭
和
の
勒
頭
に
か
け
て
で
あ
る
。
即
ち
大
正
十
三

^

职
和
三
¥
の
自
然
增
ヵ 

は
、
ん
ロ
千
人
に
つ
き
一
气
ー
一
人
を
敷

'へ
、
.昭
和
七
^
-の
人

口

千

つ

き

一

五
*ニ
人
を
1.
尚
と
し
て
"
漸
次
減
少
.に
问
？
 

ゐ
る
。
し
か
し
、
匍
年
の
平
均
人
ロ
增
加
數
は
約
九
十
萬
と
箅
定
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
‘ご
と
き
人
ロ
增
加
の
傾
向
を
持
つ
も0と
し
て
、
わ
が
國
は
、
果
し
て
.
そ
の
人
口
を
養
ひ
得
る
力
の
題
力
提
起
さ
れ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
耕
地
面
積•資
源
•産
業
と
の
振
り
合
ひ
に
お
い
て
、硏
究
さ
れ
る
。
耕
地
面
積
が
極
め
て
狹
少
な
こ
と 

は
紙
に
記
し
て
置
い
た
と
こ
ろ
に
ょ
つ
て
明
か
で
あ
る
。
資
源
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
輸
出
能
力
を

持

つ
て
ゐ
る
も
の
は
絹•硫
黄

•
黄
鐵 

鑛
で
あ
り
、
數
部
前
ま
で
自
給
し
得
た
も
の
に
銅
•
石

炭
•黑
鈴
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ

の

闪

銅•石1

灰
の
ご
と
き
は
現
在
の
筑
エ 

業
興
隆
の
た
め
に
、

「

飢
鐵」

と
さ
へ
い
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
資
源
に
つ
い
て
は
.
そ
の
產
出
の
種
類
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、 

'そ
の
產
m
量
は
い
づ
れ
も
貧
弱
で
あ
る
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
。

國
民
の
主
要
食
料
で
あ
る
來
に
つ
い
て
見
て
も
、
內
地
產
米
は
、
平
坪
作
で
約
六
千
萬

'石
、
昭
和
八
每
の
ご
と
き
大
豐
作
の
場
合
で 

も
七
千
萬
^
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
在

s
:

地
の
來
需
要
高
は
、
七
千
三
百
萬
石
杓
外
で
あ
る
か
ら
、
豊
华
作
の
場
合
に
も

*
外
地
米
の 

輸
移
入
を
行
.は
ね
ば
な
ら
ぬ
.。
朝
鮮
•臺
_
に
お
け
る
靡
米
は
幸
ひ
こ
の
目
的
の
た
め
に
移
入
さ
れ
る
。
內
地
靡
米
は
•何
れ
の
年
に
お 

い
て
も
不
咕
し
、
昭
和
九
年'の
'ご
と
き
五
千
ニ
百
萬
石
と
ぃ
ふ
不
作
の
場
合
に
は
、
ニ
千
萬
石
以
上
の
來
を
輸
移
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
I

で

堂

。
I

て
將
來
八p

加
が
I

せ
ら

f
場
合
、

如
何
に
し
I

I

給
を
適
合
す
べ
き
か
が
問f

な
ら
ざ
る
を

. 

得
な
_

|
、|

。
.日
本
產
の
米
が
特
殊
娄
あ
り
、
こI

米
I

日
本
人
の
嗜
好
に適
し
て

ゐ
I

ふ
事
？

別
I

 

4
し
て
も
、

合

I

定

经

，
_

朝
鮮
は
勿
論
？

i
、
l
.他

黑

|

方

か

ら

袭
輸
入
を
行
は

ざ
る
を
得
な
い

狀
態
に
.あ
る
.こ
と
は
、
嚴
然
た
る
禀
實
で.ある

9 .

へ
か
く
の
.ご
と
き

人
口
增
加
の
.趨
勢

と

資

源

.供

給

鐘

か

ら

考

へ

ら

れ

る

と
と
は
、

次
の
三
つ
の
點で
あ
る
。
第
一

、
移
民
地
の
獲
得
、 

第
i

源
の
確
保
、
第

三

產

業

、，S

H
業
の
勃
興
が
こ
れ
でI

こ
れ
I

內
ニ
つ
ま
I

一
つ
I

聯
に
お
い
て
、
考

へ

，

ら

れ
I

I

い
。
他Q

方
法
I

考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、：
人

n

增
加
の
：抑
制
方
法
でt

。
消
極
的
な
合
增
加
抑
制
の方
法
を 

加
へ
',て

四

つ

の

點

と

な

る

譯

で

あ
る
。
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か

に一
.

少

部

分

の.

社
I

s

い

て
S

れ
て
I

l

l

s
。.
政
府
の
方
針
と
し
て
、
こ
の

そ

れ

は

第

1

に
わ
が
：國
の
社

I

活
I

本
的
？

て
C O
*

:

家

族

制

度

の

羅

ら

反

.
I

.

れ
る
。

家
族
制
度
は
、、
大

讓

主

i
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孫
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i

f
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f

る
.
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力
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で

あ

る' .
第11

は

當

國

翼

の

立

場

か

ら

Q

反

對

でf

。
.

：：

強

兵

主_
は

同

時M
f
t
の
多

量

と

關

係

し

、

富

國

の
問

題

は

勞 

働
1

_

を
f

l

い
：

4

意
S

I

I

實

際

問

管

：
し
で
.も
、
.
集
I

i

を
行
つ
セ
ゐ
る

農

村

にお
い
て
は
、
過
剩
人 

ロ
美

：®

蕾

個

.
參

產5

い
I
.る
4

節

的

跫i

は

薦

カ

宗f

蓮

.し
r
こ
f

の
點
か
ら
I

問

管
 

わ

&

對
外
，馨

政.2
.決
：定£

ゅ

る
.社

會

的

蹵
政
治
的
要
因



わ
が
國
樹
外
織
涛
政
策
の
決
觉
に
お'け*0

社
#
的
並
に
政
治
的
悪
因
 

•一

八

(

一
六
西) 

の
產
兒
制
限
.は
行
は
.れ
得
な
い
0
實
行
さ
：れ
て
ゐ.■る
の
は
* 

■
都
市
人
’ロ
め
--
.
部
分
、
辣
に
知
識
階
級.に
お
い
て
で
あ
ら
ぅ
。
產
兒
制
限 

0
問
題
が
實
行
し
得
な'い
と
す
れ
ぱ
、
何
等
か
の
積
極
的
方
法
に
出
で.ざ
る
を
得
な
い
で
あ.
6ぅ
0 

-

、.積
極
的
力
法
の
第j

は
、
移
®
地
の
獲
得
で
あ
る
。
わ
が
國
の
植
民
地
と.し
て
は
豪
灣
•朝
鮮
が
あ
る
.0
こ

れ

ら

の

領

域

に

多

少

.の
人 

ロ
收
容
カ
の
あ
：る
こ
と
は
事»
で
あ
る
が
、
大
な
る
餘
裕
の
あ
：
.る
譯
で
は
な
い
：。
明
治
中
期
か
ら
アメ
リ
力
合
衆
國
及
び
ハワ
ィ
べ
移 

俄
し
た
も
の
が
あ
る
が
、.日
露
戰
後
の
い
.は
.ゆ
る
紳
士
協
約
.に
ょ
つ
て
、
移
住
民
が.制
限
せ
ら
れ
、1

九
..

I

一
三
年
以
後
は
禁
止
狀
態
•で 

.あ
る
Q
'ブ
ラ
ジ
ル
の
移
住
も
今
日
で
は
制
限
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
.は
白
濠
半
；義
を
守
つ
て
、
わ
が
移
民
を
：近
づ
け
な
い
0
西
洋 

方
面
..に
#
い
て
も
、
.わ
が
移
民
を
#
戒
し
て
ゐ
る
。
か
く
の
ご
と
く
わ
が
移
民
活
動
は■世
界
的
に
締
出
し
狀
態
で
あ
つ
て
、
充
分
な
移 

琛
地
を
持
つ
て
ゐ
な
い。
滿
洲
國
に
は
移
民
が
獎
働
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
百
萬
戶
ニ
十
ケ
苹
計
畫
が
實
施
さ
れ
る

と
し
て
も
、
一
戸
五
人 

當
り
と
し
て
、
五¥
.萬
人
：に
過
ぎ
ず
、
わ
が
人
ロ
增
加
の
五
六_ケ
年
分
に
過
ぎ
な
い0

こ
i
に
お
い
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、

H

業
の
勃
興
に
ょ
る
人
口收
容
力
の
.
增

加

で

あ

る

。

こ

れ

に

は

新H

業
の
發
展
を
期
待
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と'な
れ
ば
*
-世
界
大
戰
及
.び
そ
の
後
か
ら
世
振
經
濟
恐
慌
に
い.た
る

ま

で

の

工

業

に

お

い

て

は

.
、
.何

れ

も

企

業

の 

集
中
と
合
理
化
と
が
行
は
れ

V
、

人
口
收
容
力
.は
反
つ
て
減
少
し
て
ゐ
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
わ
が
國
の
ご
と
き
は
-
大 

芷
十
年
©
國
勢
麗
と
昭
和
_

の
國
勢
馨̂

4
.い
て
は
、
後
者
に
お
い
て.、
.，

H

業
人
口
が
減
少
し
て
ゐ
る
妻
が.あ
り
、
紡
續
業 

.の
ご
.と
#
.近
代
的
裝
備
の
売
成
し
て
ゐ
る
と
'こ
ろ
で
は
勞
働
カ
の
使
用
を
減
少
し
て
ゐ
る
。
.ま
た
こ
れ
ら
の
諸
事
業

—

殊
に
輕
エ
業 

は
、
：
わ
が
國
工
業
と
し
て
發
展
の
■頂
點
に
あ
る
か
の
觀
が
あ
る
0
從
っ
.て
、
ェ
業
に
.ょ
る
人
ロ
收
容
カ
を
增
加
し
ょ
ぅ
と
す
る
な
ら
、±
、

.

r
ら
し
い
：

H
4
S
-

J1
H
業
の
發
售
に
待
た
ね
ばな
ら
.ぬo

:
,

:

.

L
.
.
か
る
.
|
;れ
以
上
0
增
加
は
、
.腐
料
供
給
0
問
題
と
關
聯
し
て
闲
難
で|

々

^

.

.き

讓

驛

塵

S

る
。
.靈

I

國
內
I

に

現

在

の

賃

地

昼

て
f

l

l

i
薦

S

に
お
け
る

資
源
.か
問
f
 

f
 

V

I

0

I

S

I

f
 

,

ク
化
が
1
通

I
妨
げ
て
'ゐ
る
丰
れ
ば
、
議

は
裏

の

ブ

.
ッ
ク
を 

.形
成
し
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
は
；I

目
的
が
t

.

第
.
.一：は
書
の
確
保
でt

、

證

は

、

販
路
の
.保
持
で雪

.か 

く
の

こ

と

，く

し

て

、

人
口
の
增
加
と
い
ふ
社#*
的
要
因
が
、
對
外
的
經
濟
政
策
を
決

.g

せ
し
め
ると
い

ふ
廻

り

合

せ

に

な

る

。

.

次
に
、
資
源
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
のI

I

、
行
は
れ
る
工
業
の
一
部
は
、
輸
出H

i

け
れ
I

I

 

て
"

何
と
な
れ
ば
、
靈
へ
の
投
資I

そ
の
購
入
に
際
し
て
、I

I

.
は

、
外

國

ょ

：り

の

受

取

勘

定

の

I

合
、
最

“

输

1

2

る
。
：從
つ
K

i

.屢

地

地

爹
3

と
し
，て

政

治

的■

す
る
I

I

E

I

 

y
至

證

產

I

路
は
-輕H

業

I

f

 

I
開

拓

し

霞

。
し
か
も
、.そ
れ
ら
の
|
.は
是
非
I

國
に
販 

導

る

こ

と

：をf
 

fの
で
I
。
そ

I
要
上
.、
藤

地

域

の-ブ
“

ャ
ク
も
必
要
と
な
る
I

备

は

れ

る

。

人
口 
i

f

、
i

に
お
け
I

麗

震

の

1

指
示
し
て
ゐ
る
。
人

口

靈
f

 

f

ふ
數 

礎
I

わ

康

必

然

的

に

、I

I

は

毒

方

豐

進

出

す

ふ

素

朴

的
I

f

 

t

、

P
會

カ

の

增

力

と

い

ふ

I

ち
ぐ
こ
：
れ

ら
0
領
域
裏
源
並
に
販
路
領
域
と
し
：て
確
保
せ
ん
と
す
る
賨
が
I

が

^
^
^
^
耍

す
る
に
せ

*>
論

對

外

蜃

敕

涛

奚

定

に

'
'街f

肚
#

的

普政
治

磐

因

•

5
 

C
H
V
5



わ
が
國
對
外
經
濟
政
辩

&

決
定
！^
:げ
，‘る
社
會
的
逮.に’政
治
的
耍
因
：

 

ニ
0-(1

六
六)

年
..

に
.#

け
る
對
外
發
®
論
及
び
政
策_

そ̂
の
政
治
的
た
る
と
經
濟
的
た
る
々
を
間
は.ず
_
,
|の
中
樞
的
要
因
は
、：
わ
が
國
に
お
け
る 

近
年
ー
の.

人

ロ

激

增

：に

あ

る

と
.

5
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
9
:.
-.
.:

 

‘

 

/

.

.
、六

■;
■

. 

•
.
.
. 

.:

へ

“
.
.
. 

.

ぐ
次
.に
.，
わ
れ
わ
.れ
‘は
.
.
‘對
外
經
濟
政
策
の
決
定̂
重
要
性
を
持
つ
.て
ゐ
る
政
治
的
要
因
を
解
說
し
ょ
ぅ。

>

飾
に
こ
.の
論
文
の
胃
頭
に
も
述
べ
た
や
ぅ
に.、
明
治
初
期
に
お
け
る
歐
米
諸
列
强
の
對
外
的
活
動

_

帝
國
主
義
の
政
策—

が
、 

わ
が
國
の
怨
想
家
•
政
治
家
に
深
い
影
響
を
與
ベ
て

、

そ
の
心
理
的
影
響
が
長
く
わ
が
對
外
政
策
に
反
映
し
て
ゐ
た
こ
と
は
事
實
で
あ 

る
0
わ
‘が
國

は

、
：
ィ
ギ
リ

.ス
の
ご
と
く
世
界
に
雄
飛
す
る
と
い
ふ
の
が
、
そ
の
當
時
の
思
想
家
.政
治
家
の
理
想
で
あ
つ
た
し
、
か
く
の 

、こ
と
き
理
想
.
持̂
つ
.て
ゐ
た
力
故
に
 

'比
較
的
早
く
朝
鮮
問
題
を
取
り
上
け
て
、‘淸
國
と
爭Q

た
の
で
あ
'つ
た
。
.こ
.の
日
淸
戰
爭
後
に' 

お
け〉

る
遼
來
半
島
還
附
に
關
す
る
獨
露_
'の
.
1
!
|
國
1
渉̂
は
、m

丨
ロ 

.：ッ
パ
，諸
國
の
帝
國
主
義
的
外
交
の
本
質
を
、
わ
が
國
尻
に
知
ら
し 

め
た
も
‘の
で
あ
つ
て
、
：：m

la

ッ
.パ
的
勢
力
に
對
.抗
せ
ん
と
す
る
心
理
的
狀
態
は
、
こ
の
と
き
に
決
定
さ
れ
た
と
い
0
て
も
ょ
い
0
而
_ 

し
て
、U

®

干
渉
か
ら
日
.露
戰
#
及
び

そ

：
の
，直

後

に

い

た

る

ま

.，で
0
わ
.，が
爾
の
，政

治

並

に

，經

濟

的

對

外

政

策

は

'、
.か
-く

の

ご

と

き

心

理 

的

逛

礎

に

よ

：
つ
：

.て
運

營S
れ

：
て
：
ゐ

た

も

‘の
i
見
'て
，
ょ.い
.で
あ
ら
ぅ
。.而
：し
：て>
.
:か
，く

の

ご

と

ゑ

心

理

的

狀

態

の

.負
檐
者
は
、
當
寺
.の
玫 

治
的
有
カ
者
.で
.あ
：.る
軍
人
：層

並

に

藩

闕

的

官

僚

蜃

で

：あ

：つ
龙
ゃ
：
こ
の

it
-#

的
一
團
は
、
近
代
日
本
の
創
造
者
と
し
て
、
國
家
主
義
的
見 

地
に
立
；：つ
と
と
も

1に
.、
大

體

に

為

い

，で':

對

外

：强
，砚

論

者
,̂
た
は
對
外
發
展
論
者
で
：：あ
づ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
明
治
維
新
當
時
に 

外
國
勢
力
の
.活
動
.に
よ
つ
士
、̂
^
.響
せ
&
れ
た
：.思
想
象
.
&洽
家
と
同
じ
心
理
狀
態
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
ぁ
る
.0

'

，:

こ

れ

甚

唐

Q

I

I
も

め

培I
.
Q

政

I

l

f
が
、
こ
れ
は
露
い
ふ
に足

1

が

な

い

し
、
駿

〃

る

r

t

f
對
|

|

定
I

な
い
。
霊

I

I

I

 

I
張
I

I

。
彼
等』

駕

I

備

塞

で

1

1

歸

髮

蕩

嘉

|

識

‘

^

、
L
 

i

l

i

f

 

E

て
も
、
日

置&

臺

f

、
I

支
持
し
て
、I

I

I
行
せ
し
め
て
ゐ
る
。

U

 
形
"

“

 

人 

i

l

l

 
倉

^

i

l

靈

f

.つ
た
。.
ョ

ょ

I

f

際
し
て
、
わ
I

、
I

 

 ̂

行
I

み
で
、
請

的
g

大
嘉
利
益
を
I

し
た
。
人

心

は

濯

f

き

わ

か

國

馨
I

I

、
馨

當

l

i

f

 

?
參

靈

f

り
、
平
i

f

o

こ

ョ

/口
 

ノ
大
戰
濟
的
利
益
の
獲
得
に
ょ
る
資
本
家
的
勢
力
の
增
大
は
、

I

s
勢
力
の
增
大
と
な
つ
て
現
はrて
ゐ

る

。

そ
“
に
、
戰

後

忘

け

参
.、r
Nト
ン
會
,

お
け
念
が
■

大

醫

證

|

動
I

泛

ょ

？

管

れ

た

？

あ
る
。
旣
こ
、 

4

1

灣

_

の
關
係
上
、
：I

心

書

し

て

對

內

問

題

に

置

い

て

寧

晨

' 

iマ
な
、

.
H

.
問
題
に
對
し
て
は
、
消
極
的
立
場
に
.置
か
れ
る
：I

I

.る
。
こ
の
政
黨
の
對
外
政
策
は
、
幣
原
外 

わ
み
塵
外
■

政
策9
I
1
S
け
る
社
會
的f
政
治
的
窗 

ニ
ー
.

一



、

わ
が
^
對
外
.

1

濟
政
策
$
決
傘
に
.知
.け
.谷
社
會
的
並
«:
-政
推
的
.樊
«
--
'

}

.

£•
.

!

.

(

1
六
八
-

)

. 

交
の
，名
に
：■よ
つ
て
'瑰
は
さ
.’れ
て
ね
る
.
o幣
原
外
交
と
は
、ヮ
'
.

シ
：.

ン
ド
：ン
會
議
に
、お
け
る
英
米
に
對
す
る
追
從
外
：交
と
璉
解
さ'れ
て
ゐ
，る
0 

. 

そ
れ
は〗
'づ
の
對
外
平
和
論
で
あ
つ.て
、
支
：那
に
お
い
て"
幾

多

：の
ロ
本
に
不

.利
な
.問
題
が
支
琵
族
運
動
_:の
立
：場
か
.ち
起
.つ
て
ぬ
る 

に
も
拘
ら
ず
へ
常
'に
刹
士
的
態
度
に
よ
つ
て
こ
れ
に
對
應
す
る
が
ご
と
き
^
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
態
度
も
、
あ

る
ー
部
の
要
求
に
よ
つ 

た
の
で
あ
ら
う
。例
へ
ぼ
、
わ
.が國
の
輕
エ
業

者
達
の
#
汆
は
、
對
支
貿
易.の
.圆
滿
な
運
營
にあ
る
。
殊
に
中
支
方
面
，に
お
け
る
貿
易

. 

は

、

な
る
，
ベ

く

支

那

段

衆

の

氣

嫌

を

辔

す

る

こ
と
な
く
、
‘

一

厘
.一錢
で
も
多
く
の
貨
物
を
輸
出
し
得
るこ
と
を
念
願
と
し
た
の
で
あ
つ 

た
。
大
阪
方
面
の
雜
.!
/
»輸
出
業
#
や
一
般
對
支
輸
出
業
者
は
、さ
う
い
ふ
立
場
に
ゐ
た
。
"幣
原
外
交
は
、
こ
の
：
立
.場
の
擁
趟
莕
で
あ
つ 

た
。

. 

*

.

.し
か
し
、.か
く
の
.ご
と
#
輸
讲
業
者
的
党
場
が
、.わ
が
國
の
對
支
問
題
の
谷
部
で
は
な
い0
大
陴
を
國
防
.の
耜
地
と
し
て
考
へ-
ま

. 

た
は
投
資
•販
路
の
最
も
中
植
的̂

分
と
考
广
る
も
の
が
あ
る
。.
.
.
そ
の
.中
^
も
^
し
い
も
の
が
、
，わ
が
軍
部
を
形
成
す
る.軍
人
/i*
で
あ
ら
'- 

う
0
'淮
人

释

の

，
沿

に

は

*
ニ
つ
の
.理
?!
1
か
ら
龄
原
外
交
を
排
床
す
る
も
の
が
腿
倒
的
で
あ
つ
た
0
そ
の
第
一
は
*
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戰
後 

に
於
け
る
デ
モ
.ク
ラ
シ
ー
の
平
和
的
現
狀
維
持
論
に
對
す
る
反
鮮.で
あ
る
。
こ
れ
は.軍
備

縮

小

運

動

と

，
し
て
：
現
，
は

れ

た

の

で

、

こ

れ

に

” 

反
對
し
.た
o
筋
ニ
に
は
、
橫
極
的.大
陸
攸
策
の
遂
行
反
對
論
の
；
一
面
を
有
す
る
の
で
、
そ
れ
に
反
對
し
た
？
そ
し
て
、
軍
備
漉
張
、
大 

陸
發
展
の
主
.張
克
行
ひ
.つ
.、
あ

つ

た

が

、
.時
の
政
府
の
政
策
を
動
か
す
こ
と
は
出
來
故
が.つ
た
0
' 

'

か
く
の
ご
.と
;'
<
:
.
し
て
、
常
時
の
政
府
は
：、.平
：和
的
政
漿
に
よ.つ
て
、
•ま
す
ま
す
支
那
の
民
族
運.動
に
.よ
：る
排
日
侮
日
の
政
策
を
進
展 

せ
し
め
つ
、
あ
.つ
た
。
對
外
.的
に
は
，大
降
政
策
に
ぉ
ぃ
そ
、
；後
退.
>步
し

て

ゐ

る

間

に

：，

對

內

的

.に
は
、
民
主
主
義
的
思
想
運
励
は-

扩
俞
_

に

ま

で

象

し
I

I

は
極
め
て
顯
著
龜
励
と
t

、
そQ

對
外
的
表
現
と
し
て
は
植
民
地
放_

さ
へ
J
.
L 

る
I

た
。
t

る
思
想
運
動
の
發
展
過
程
に
ぁ
つ
て
、
わ
が
國S

は
I

數
歩
、
恐
慌
の
I

に
入
つ
た
。
大
正
九
年
の1

霞

ら

、
l

i

f

 

I
賛

、
そ
れ
I

 
く 

I

s

嘗

：
f

i

l

l

ゐy

こ
の
I

第

I

I
は
，
農
村
f

次
い
で
、
都

惠

け
I

靡
級
で
衫
る
。.こ
i

l

l

s
養

I

I

て
、
必
然
的
I

I

し
な
が
ら
•
勞

働

鍵

は

-
#

命

的

運

動

に

ょ

つ

て

 >
:

そ
の
置
的
使
命
裊
行
す
べ
し
と
い

U
靈

蒙

動

が

、
地
I

と
し
て
l

.

l

i
つ
た
。
こ
の
と
I

當
つ
て
、I

者
流
|

は
'
僅

か

！

 

蹲
仕
す
る
資
本
的
陽
級
の
安
全
を
の
み
維
持
す
る
に
汲
々
た
る
も
の
で
ぁ
づ
た

o 

\ 

. 

.

わ
が
軍
部Q

軍
人
t

、
か
y

i

產

I

す
I

で
は
な
い
。

一
方霧

て

、
._

|

|

|當
|

立

I
、
囊

1

.

1、
そ
I

f

麗

S

I
め

暴

I

つ
、
t

、
f

 

?は
、
軍
i

I

f
 

i

s

l

f、
靈

s

f

し
i

塵

§

1

1

。
こ

の

霧
S

し
て
> 

I
し
M

:
か
、
.
'軍
の
中
堅
I

I

校

證

.る
。'彼
等
は
、
こ
のI

し

裏

I

な
い
な
ら
ば
、
わ
I

I

I

ベ
か
ら

•
 

.
 

V
 

.-r
 
.
 

. 

.
 

.
.
.
.
.
.

 

•
 
•.

大
陸
に
お
け
る
屢
良I

f

拧
動
に
對
す
る憤
激
は
、：：

遂
.に
昭
和
六
|
:
秋
滿洲

謹

&
て

雲

し

た

。

.

I

.

軍

は

賣

ょ
く
滿
I

I

蕩
し
、
.こ
i

證

I

f

 

.

1羞

C

I

.

I

.

多
大
の
I

I

.
 

®
一
、
1

1

.

^

わ
.
I對
外
馨
政
策.の.決
定
に
お
け.る
.社
#
的
：並
に
，政
.治
的
要

因

： 

こ

一
一
一
こ-

C
1

六
九〕

、



わ
ヵ
國
對
外
經
濟
政
策
の..決
定
に
お
け
る
社.會
'的
並
.に
政
治
的
要
因

 

ニ 

u

J

b

.

>

)
め
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
ゐ
た
人
氣
を
則
き
立
た
：せ
-
滿
洲
に
對
す
る
わ
が
國
人.

C

認
識
を
更
新
ぜ
し
め
る
と
同
時
に
、_策
事
財
政
ィ
ン

フ
レ
！V
ョ
ン
に
よ
っ
：て
、
國
內
軍
需.工
業
に
活
を
入
れ
：た

o
第

！.

一.、
：滿
洲
事
變Q.

進
行
中
に
起
っ
た
五.こ
五
事
件
は
、
わ
が
國
に
お

け
る
十
華
の
憤
行
と
し
て

Q

政
黨
政
治
を
打
破
し
た
。
第
三.
こ
れ
に
よっ
て
、
大
陸
發
展
の
根
本
方
針
と
軍
備
擴
大
の
計f

を

承
認
せ
し
め
た
o
:第
四
、
滿
洲
事
變
は
、
支.那
側
：の
.提
訴
に
よ
っ
て
、
國
際
聯
盟
に
よ
っ
て
、
問
題
と
さ
れ
た
が
、
迂
餘
曲
節
を
經
て

-

%
が
國
0
聯
盟
.脫
退
と
な
り
‘
對
外
政
策
の
大
本
を
確
立
し
たo
.こ
れ
ら
の
餓
現
象
は*
.軍
の
滿
洲
事
變
に
お
け
る
成
功.に
よ
っ
て
齎 

ら
さ
.れ
た
も
の
で
あ
.る
。
.
. 

.

.
滿
洲
襄
變
以
後
軍
部
は
政
治
の
中
心
に
立
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
三
っ
の
要
求
を
持
っ
も
の
と
見
て
よ
い
で

•あ
ら
ぅc

第
一
、

發

展
、
こ
れ
は
對
ソ
聯
作
戰
を
第

1

義
と
し
、
經
濟
的
發
展
を
第
二._
と
す
る
。
第
二
、.國
內
問
題
の
解
決
、
政
治
の
方
法
と
し
て
羞

政
治
.を
排

し

た

こ

，
と

は

、
五

•
一

五
事
件
に
よ
っ
て
明
か
で.あ
る
がr

農
村
：の
崩
壞
を
防
止
し
、
中
間
階
級
の
沒
落
を
救
治
し
、
勞
働
階

.級
の
籍
を
安
定
せし
め

る

こ

と
.

が
こ
れ
で
あ
.る
。
即
ち
資
本
束
義
機
構
に
お
け
..る
資
本
家
•

財
閥
の
勢
力
及
びff
lf
i
に
^
す
る
#
少

Q

修
正
で
t

、
政
治
的
に
は
產•

並
.に
現
狀
維
持
勢
力
と
し
て

Q

特
權
階
級
の
後
退
の
要
求
で
あ
る.。
璧

1に
は
軍
備
の
擴
張
で

あ
る
。
陸
軍
軍
備
の
擴
大
が
對
ソ
聯
作
戰
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ

慕

、
海
軍
軍
備
に
お
い
て
も
、
て
三
六
年
に

お
い
て
、
ヮ
シ
ン
ト
ン
顧
約
と
ロ
ン
ド
ン
條
約
に
お
い
て
、
.赋
課
.さ
れ
た
制
限
を
撤
勝
し
て
、
太
平
洋
の
平
和
維
持
に
必
要
な
獨
自
の 

艦
艇
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
に
あ
つ
た'

か
く
の
ご
と
き
政
治
的
目
標
，に
よ
る
軍
の
進
出
は
、
ま
.づ
軍
備
の
擴
張
と
滿
洲
國

Q
經
營
と
に
お
い
て
現
は.れ
た
。
7
0し
て
-
す
べ

i
の
f
ロ
的
勢
力
は
こ
れ
に
追
從
せ
ざ
る
を
得
な
い
狀
態
に
な
つ
た
。
軍
は
最
大
の
政
治
的

靈

ヵ
と

し

て

、

こ
の
二
つ
の
目
的
に 

“
て
、
進
ん
で
行
つ
た
の
で
I

、
そ
れ
が
い
產
成
し
な
い內
に
、
北

塵

か

ら

支
謹

が

霧

し

た

。

I

f

 

f

 

i

露

f

、
_

_

i

が
.

i

誓

、
i

s

り
I

、
囊

の

H

p

y

囊

I

看

I

意

、
_

_

l

l

f

 

i
て
、
多

こ

I
醫

、
軍
が
政
治
的
獲
力
と
し
て
、
I
し
t

i
、

5
限
度
に
ま
で 

h
へ
さ
る
を
得
な
い
嘉
を
、
.
日
本
に
與へ
て
ゐ
る
。
囊

は

，吴
な
消
耗
に
ょ
つ
て
、
.日
本
の
重
工
業
に
盡
ヵf
の

拍

堪

を
"
1へ
て

ゐ

暴

茅

、
悬

慶

i

f

、
f

晷

1

_

8
眷

雪

f
 

f
基

力

I

f
つ
、
あ
，る
。
現
在Q

事
變
は
、
.
一
つ
の
贳
I
で
あ
る
。
わ
が
國
は
、
支
那
を
通
じ
て
、
ソ
聯
と
ィ
ギ
リ
ス
•
フ

ラ

ン

ス

と
H

意

I

て
、
わ
I

、
备

醫

舊

戀

I

I

い

:

1ば
0

ぬ
» 0
§

1

1

1

,
墓

|

|

は
れ
て
|

而
し
て
、
他

方

國

際

關

係

ド”

u
、
.
，. 
f

力

的

巡

出

を

阻

止

し

つ
、
あ
る
が
、今
後
に
お
い
て
も
、そ
の
政
策
が
續
け
ら
れ
る
も
の
と
す
れ

i

な
“

 

M

l

l

i

fし
て
、
、善

I

わ
i

政
治
,

プ

ク

i

着

I

f

 

|
震

死

|

置

る

。
暴

屢

ら

し

I

唐

i

那

眷

署

窘

、
わ
が
I

I



わ
が1

對
外
經
濟
政
馈の
決
.定
に
お
对
る社
#
的
並
1C
.政
.治
的
.要
因 

一一
六

(

一
七
.ニ) 

し

た

段

大

.
の

政

治

的

勢

ヵ

は

軍

部

で

ぁ

る

°
し
か
し
、:.
5
ま
や
支
那
事
變
の
全
面
的
發
股
に
ょ..つ
て
、
軍
部
0
主
張
は
、
：全
國
段
的
家 

持
と
生
張
に
ま
で
發
展し
た
0
;
.
こ
，の
事
變
の
解
決0
形
態
が
如
何
で
ぁ
れ.、
.わ
が
國
0
:大
陸
發
展
の
政
策
は:;
.
:現
在
.旣
に
確
立
さ
れ
、

」 

國
民
的
变
持
と
主
張
を
持
つ
も
の
と
い
つ
て
ょ
い
で
ぁ
ら
ぅ
®
そ
れ
は
、
最
早
單
な
る
軍
中
铬
部
の
政
治
的
、壬
張
で
は
な
い
。
全
國
-式 

的
.：主
張
で
，あ

り

、

無
二

.の
國

策

で

あ.る
と
い
へ
よ
う
。
さ
う
い

•ふ
意
味
に
お
い
.て
、
4
ま
ゃ
£1
本
は
佥
體
：中
：義
的
權
成
の
下
に
ぁ.
 

る
と
い
.つ
て
よ
い
であ
ら
ラ
。

f

タ

ビ

全

體

—
~

試
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料
'

代

於
.
け

，
る

：誤

差
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.
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磨
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間
接
調
赍
と
部
分
調
査

r

l
父
は
數
學
の
如
く
純
释
の
握
過
程
を
對
象
士
す
る
形
式
科
學
に
於
て
I

人
は
毫
H

の

背

景

を

必

要

と

し

，
ぷ

ぃ

C
要 

求
さ
れf

:
Q

は
單H

蠢

Q

合
理
的
證
の
み
で
t

。
.然
る
篇
等
か
の
•具
g

i

f
重

と

す

る
8

科
f
於

て

は

理

命
 

.の
前
提
I

の
：
歸

結

も
f

事
f

關
聯
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。|

科

學

に

莘

麗

又

は
|

の
缺
く
可
か
ら
ざ
る
所
以; 

こ
、
に
在
る
o
蔻
丨

'事
赏
は
先
驗
的
に
け
把
捉
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

併

し

靈

_

產

は

8

m

そ

蔓

馨

I

て
i

i

t

羅

I

る

湯

、
.
物

靈

び|

.
於
け
る
I

I

柝
、
S

學
及
I

f

f

霄

人

I

び
經
f

於
け
|

調

秃

I

そ
の
代
表
的
な
るも
の
と
い
へ
や
ぅ
。
こ
の
最
後
に
擧
げ
た
統
計
調f
ば
、他
の
認
識
方f
麗

せ
し

め

f

の
は
、 

そ
れ
I
々
寒
實
の
代
り
に
事
實S

I

I
寺

る

表

ふ
.こ
と
で
I

I
又
は
部
分
は
そ
れ
が
驚
す
るI

I
ず

部
分
せ
全
體
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七
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